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 そこで本研究では、従来の TAG 解析での種々の問題点を解決す
る新しい分析法の構築とその応用について研究を行った。 
 まず、TGA における n-3HUFA の結合位置と生理機能について
C57BL/6J マウスへの投与実験により検討した。その結果、n-





SP-2560 カラムと最新の超極性 SLB-IL111 カラムを用いて分析を
行った。その結果、従来の分析法では分離させることが出来なかっ





は、TAG の sn - 2 位に結合し、乳脂肪および牛脂の主要なトラン






PBuP との相互分離を目指した。その結果、乳脂肪は PBuP をほと
んど含まないことが判明した。従って、本分析法は非常に高い精度
で、食品中の乳脂肪含量を推定でき、乳脂肪使用という食品表示の
真贋を見抜くことも可能となった。また、本分析手法は、乳脂肪の
エステル交換の有無を判定することにも使用可能であった。 
 本研究で得られた知見は、真に人体に悪影響を及ぼすトランス脂
肪酸位置異性体を特定し、食用油脂の安全性を担保するための将来
の重要な基盤研究になることが十分に考えられた。 
 以上のことから、出席した審査員一同は、本論文提出者に対して、
博士（農学）の学位を授与するに値するものと最終判定した。 
 
504
